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（5 分間）を、連続した 4 日間を 1 クールとし、3 日間のインターバルを挟んで 2 クール実施した。【清






















































2．研究期間：平成 23 年 8 月 8 日～9 月 31 日 




続した 4 日間を 1 クール、3 日間のインターバルを














5．分析方法：対象者の 1 日目から 4 日目の【清拭
前】を基準値とした各測定ポイントの変化率を算
定し、 [コントロール]と [介入]における対象者 6






1. 舌苔面積 （図 1）
対象者 6 名の 4 日分の舌苔面積の比較について、
Friedman 検定では[コントロール][介入]ともに、












2. 舌上の細菌量 （図 2）
細菌量 6 名 4 日分の比較について、Friedman
検定では[コントロール][介入]ともに、【清拭前】【清




















図 1［介入］と［コントロール］における対象者 6 名（平
均値）の 4 日分の測定ポイントの変化率の比較：面積

















Wilcoxon の符号付順位和検定 ＊p<0.008             
Wilcoxon の符号付順位和検定 ＊p<0.008             
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